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編集と発行／鹿児島県薩摩郡さつま町役場企画広報課
　０９９６-５３-１１１１(内線２２２３)平成１８年８月１７日発行

＊この広報紙は再生紙を使用しています。
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【ホームページ】http://www. satsuma-net. jp/
【メールアドレス】so-hosei@satsuma-net. jp

　７月２日，第８８回全国高校野球選手権鹿児島県大会が開幕，県下８９チームの高校球児が白球に夢をのせ，熱戦を繰り広げ
ました。
高校再編にともない，今年が最後の夏となった宮之城高校野球部。後輩もいない３年生だけの１５人の球児たちは，それぞれの
思いを秘めて懸命に戦いました。スタンドには，緑のハッピで赤いメガホンを手にした全校生徒，父兄，さらに多くの宮高ＯＢ，
町民の応援が球児に力を与えます。地元さつま町でもテレビの前で一喜一憂。歓声が上がりました。
　１５人の球児たちは，少しでも長く宮高の名をと・・・一戦一戦全力でプレイ，シード校も破り快進撃を続けベスト８に。準々
決勝で優勝した鹿児島工業と対戦，最後まで互角の戦いを繰り広げましたが，９回裏，鹿工のサヨナラ打に涙を呑みました。
　宮高野球部員の最後の夏，宮高野球部の有終の美を飾る部員１５人の活躍は，町民みんなに感動を与えるすばらしい戦いでも
ありました。
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